































































































































































　　2013年４月５日（金） 17:40～19:00  共通教育棟１階C11教室　20人（協力した先輩留学生８人）
７　その他
　富山大学の国際交流の学生団体(名称「partners」)の設立の準備に当たっての支援とアドバイスを行っ
た。
８　おわりに
　富山大学には346人（2013年５月１日現在）の外国人留学生が在籍しており，留学生たちがより良
い環境の中で安心して留学生活を送ることができるように，自治体をはじめとする諸団体，あるいは地
域の方々の暖かい協力と支援を頂いている。この誌面をかりて感謝の意を表したい。
　また，冒頭に述べたが，富山大学留学生センターが発展的に解消し，年度の途中ではあったが，
2013年10月１日より「国際交流センター」と名称を変え，外国人留学生に対して日本語教育などの指
導をするというだけでなく，富山大学の学生を海外に送り出すという機能と役割を付加した意味合いを
持つように位置付けられた。センターの教員，スタッフに課せられた責任は重いものと受け止めなけれ
ばならないであろう。その上で，センターの教員とスタッフの全員の共通理解をはかり一致協力して，
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富山大学の各部局および自治体をはじめとする地域との連携をとりながら，今後の一層の努力が求めら
れると思われる。
